
【活動実績】 

１ 冊子『明科の宝』の刊行 全 180 頁 2,500 部印刷 

（１）冊子の印刷 

 

 

 

 

 

 

 

（２）現地調査のようす 

 ア 豊科郷土博物館友の会による現地調査 

 （令和元年５月 25 日  

明科中川手明科区 参加者８名） 

 ・江戸時代に描かれた旧明科村及び潮村の絵図を

手にしながら、明科東川手潮区と中川手明科区

を歩いた。 

 

 

 

 イ 豊科郷土博物館友の会による現地調査 

 （令和元年６月 22 日 

 明科中川手塔の原 参加者８名） 

 ・江戸時代に描かれた塔原村の絵図を手にし

ながら、明科中川手・塔の原地区を歩いた。 

 

 

ウ 『明科の宝』執筆者らによる城跡の現地調査 

 （令和元年５月 15 日 

 明科中川手・塔原城跡 調査者３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



エ 『明科の宝』執筆者らによる断層の現地調査 

 （令和元年 12 月 22 日 

 明科七貴上押野区・白崖 調査者２名） 

  

 

 

 

 

 

２ 講座の開催 

（１）明科公民館講座（令和元年 11月 26日 参加者 59名） 

 演題：「潮神明宮『日岐盛直神田寄進状』を読む」 

講師：逸見 大悟 

（実行委員会事務局次長・ 

安曇野市教育委員会文化課博物館係） 

内容 

・明科東川手の潮神明宮に伝わる「日岐盛直神田

寄進状」（安曇野市有形文化財）について、特に

三島暦との関係から位置づけを考察し、戦国時

代の明科地域を学ぶ講座とした。 

参加者の反応等 

・明科地域だけでなく、日岐氏の領地となっていた生坂村からも参加者があった。 

・「日岐盛直神田寄進状」の発給年月日と三島暦との関係を明らかにした内容が、好評であった。 

・戦国武将が神社に出した寄進状だが、暦という新たな視点からのアプローチが新鮮であったという

感想をいただいた。 

 

（２）豊科郷土博物館でのギャラリートーク （令和２年２月 22日 参加者約 20名） 

講師：横山 幸子 

（安曇野市教育委員会文化課文化財保護係） 

 内容 

・明科中川手吐
とっ

中
ちゅう

で発見されたオオツノジカの

角の化石の実物を見ながらギャラリートーク

を実施した。オオツノジカの大きさや生息環境

にも触れた。 

 参加者の反応等 

・普段、豊科郷土博物館で取り扱わない化石とい 

う分野であり、新鮮な印象を受ける参加者が多かった。 

・安曇野市では人の痕跡を示す遺物がまだ発見されていない旧石器時代に生きた動物の化石と聞い

て、参加者は驚いた様子であった。実際の化石を角度や長さまで詳しく観察し、また二ホンジカと

比較して大きな角を持つオオツノジカの姿を、参加者がリアルに想像できる内容であった。 

  

 

 

 



（３）明科公民館講座（令和２年２月 26日 参加者 19名） 

 演題：「学校メガネから見えるもの」 

講師：平沢 重人 

（実行委員会副実行委員長・安曇野市文書館長） 

 内容 

・安曇野市文書館が収集した学校資料のうち、明

科地域の分が 900点から見えてきた近現代史に

ついて講座を行った。学校日誌には国内や世界

の動きも記されている。これにたいして、明科

の学校や地元の人々は何を考え、どのように動

いたのかを明らかにする講座であった。 

 参加者の反応等 

・新型コロナウイルスの蔓延により参加者は少なかったものの、好評であった。 

・学校資料に載せられた台風災害（伊勢湾台風）に関わる質問等が出されるなど、参加者が深い興味

関心をもって聞いていた。 

・昭和 20 年度の学事報告に、戦時下の子どもたちが一生懸命取り組んでいたと村長が褒めていたと

いう記事があった。苦しい時代の子どもたちに、村の代表の方が目を向けてくれていて、ほっと

したという感想が寄せられた。 

 

「明科いいまち通信」№58（令和２年３月 19 日発行）の掲載記事 

 


